
勝見：（株）Allesgoodの代表取締役をし
ています勝見です。名前のキミヒロから
キミーと呼ばれています。当社では、気
候変動や貧困問題といった社会課題に
積極的に取り組む企業と、そんな企業に
就職したい学生をつなぐ採用プラット
フォーム「エシカル就活」というサービス
を運営しています。起業のきっかけは、そ
もそも僕自身が就活にすごく苦戦したこ
とでした。社会課題を軸に企業を選び
たいと考えていたのですが、当時、その
ような軸で企業を探す手段がなかったと
いう体験から思いついたアイデアです。
僕は即行動しちゃうタイプなので、アイ 

デアが浮かんだらすぐに法人登記し 

てしまって。ちょうどその時に「Future 

Accelerator Gateway」を知って応募し
ました。
中村：キミーは、現在すでにサービスを
実装しているんですよね。
勝見：リリースしてまだ3カ月くらいで、よ
うやくユーザーの課題や打ち手を決める
事業フェーズです。僕らのミッションは産
業界、いわゆるビジネスのサステナビリ
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将来世代のアイデアから創出する新規事業とは
未来に変革を起こすような画期的なビジネスアイデアを将来世代から募り、選抜
されたアイデアを約3カ月間にわたり、スタートアップ企業の社長や丸井グルー
プ社員と共にブラッシュアップしていく 「Future Accelerator Gateway」。2020

年12月から2021年3月まで開催された第1回プログラムに参加した将来 

世代2名と再び膝を交え、プログラムの経験から得た学びと今後の可能性を 

語り合います。 

ティを加速させることです。経営資源の中
では人材がキーです。社会課題や将来の
ことを考えている企業と人材がマッチする
ことによって、水野さんや丸井グループ
さんの言っているインパクトを生む変革者
が増えるのではないかと思っています。
水野：キミーはプレゼンがかなりうまくて、
人としての魅力がある。最初は実装力が
弱めだったけれど、アイデアも今の時代
感があって、すごく良いなと思いました。
勝見：ありがとうございます。でも、優秀
賞を受賞したのは、冨田さん率いるiisa

でしたね。
中村：冨田さんも、自己紹介と事業アイ

デアや「Future Accelerator Gateway」
に参加したきっかけを教えてください。
冨田：冨田悠斗です。僕は、経済的な理
由から教科書を持っていない学生向け
に、教科書配信サービスを展開しようと
しています。中学や高校で始まっている
教科書のデジタル化を大学の教科書で
もできるのではないかと考えて、スマート
フォンやパソコン上で読めるようにする
サービスもつくる予定です。「Future 

Accelerator Gateway」に出会ったきっ
かけは、僕らのチーム3名全員がライフイ
ズテックで中高生向けにメンター（中高
生に対するアドバイザー）をしていたの
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それぞれが実現した未来とは

中村：皆さん、お久しぶりです。私は 

ご出席いただいている勝見さん率いる
Allesgoodチームに、丸井グループの社
員メンターとして参加しました。一方、 
起業家メンターとして参加された水野
さんには、貴重なアドバイスを頂戴する
など、すべてのチームに目を配っていた
だきました。本日は、それぞれの立場か
ら語り合いたいのですが、まず、水野さん
から自己紹介をお願いします。
水野：2010年にライフイズテック（株）と
いうEduTechベンチャーを創業して、中
学生や高校生向けの IT・プログラミング
教育などを提供しています。ただ学ぶと
いうだけではなく、2025年までに120万
人のイノベーション人材を育成すること
を中期的な目標にしていて、そこから社
会を変えられる、他人をしあわせにでき
る力を育てたいと考えています。僕らも
丸井グループさん同様、次の世代にとっ
て少しでも良い社会をつくるために仕事
をしたいと思っています。

「Future Accelerator Gateway 2020」の様子はこちらから
 www.0101maruigroup.co.jp/future/archive/001.html
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はちゃんと思ったことを言って、それに対
して彼がやるかどうかは正直どちらでも
いいのです。やらなければ起業家として
は厳しいという話だし、こういうことをく
り返す中で、人は非連続な成長をしてい
くものだと思うし、キミーにはそういう力
があったということです。
冨田：僕らも最初は正攻法で攻めようと
していたのですが、水野さんに助けてい
ただきました。はじめは、デジタル化した
本を貸し借りができないような法律があ
り、紙媒体でやるしかないと思い込んで
いました。でも紙では赤字になってしまう。
1カ月くらい行き詰まっていた時に水野
さんから、「既存の概念にとらわれなくて
もいいのではないか」と言われたのです。
さらに「まずプロダクトをつくって出版社
に声をかけてみたら」とアドバイスをいた
だいたので、プロダクトを2週間でつくっ
てみました。それを持って出版社をまわっ
てみたら、話を真剣に聞いてくださるとこ
ろが増えて驚きました。
中村：この実装力には正直、驚きました。
我々社員の常識からすると、アプリなど
のプロダクトはある程度のコストと時間

科目になり、2025年にはそれが共通一次
試験科目になります。つまり近い将来、全
学生がプログラミングの知識をある程度
持った状態で就職する時代が来ます。英
語と同じようにベーシックなスキルになる。
勝見：今回このプロジェクトに参加して、
何よりもありがたかったのは、水野さん
や青井社長など本当に世の中を変えよ
うと思っている人たちの想いやサクセス
ストーリーを間近で聞けたことです。今
後は僕が学んだことを、「何かをやりた
い」と思ってチャレンジしている中高生た
ちに還元しなければならないと思ってい
ます。
水野：ぜひそうしてほしいです。大人から
言われても中高生のテンションは上がら
ない。だからライフイズテックでは、20代
のメンターが生徒たちに教えるのです。
教えるスキルを持っている40代が教える
より、スキルはなくても20代のちょっと
かっこいい先輩から教わるほうが、彼ら
の人生を変えるという意味では価値があ
ります。
中村：「Future Accelerator Gateway」

をかけてつくるものという先入観があっ
たのですが…。
水野：学生が2週間でつくってしまった
（笑）。企業側も学生が相手だと「本当に
できるのか」という先入観があるので、動
くものを見せられたら「これはいいじゃん」
となります。若い人の良いところは縛られ
ていないので、大企業が難しいと思って
いることにもチャレンジできるのです。

ITやプログラミングは誰かの生活を 
より良いものにするためのスキル

勝見：ITやデジタル技術を使うことで、
僕のような学生や個人でも課題解決へ
のアクションを踏み出しやすくなったと
思います。「エシカル就活」は採用プラッ
トフォームなので企業と学生とのマッチン
グですが、もしITやデジタルを使わずに
人と人をつなごうとすると、めちゃコスト
がかかりますよね。
冨田：僕もそう思います。ITやデジタル
技術があるからこそ、起業とかサービス
のローンチが身近になってきていると思
います。まずプロトタイプをつくってみる
という考え方は今も役立っていて、人生
が変わったと言ってもいいくらいです。
中村：メンターとして参加した社員たちも
同じで、自分たちにもできるのだと気づい
たのです。実は私も「Future Accelerator 

Gateway」の後、担当している新規事業
のアプリをつくり、それを見せながらお客
さまにアンケートやインタビューをしました
が、企画書を紙芝居でやるのとは、まった
く違う反応でした。
水野：それがDX化です。何のためにプロ
グラミングを学ぶのかというと、プロダク
トをつくるためであり、それによって誰か
の生活をより良いものに変えたり、便利
なサービスをつくったりするためです。
2022年4月から「情報」は高校の必修 

前プレゼンをする機会があって、僕らの
サービスはその時点で契約が取れた企
業もあり、売上の目処も立ちつつあった
ので、「優秀賞はもらったな」くらいに慢
心していたのです。そのような状態で水
野さんに事前プレゼンしたら、「つまんな
い」と言われてしまいました !

水野：覚えていない。（一同爆笑）
中村：社員メンターとして「やばい」と思い
ました。でも冷静に見直すと確かに、大企
業が予算を取るためにプレゼンしている
みたいな資料で、つまらないなと思いまし
た。我々社員の思い込みで「もう少し論理
的にやろう」と提案してしまった結果だっ
たので、そこは私の反省点でもあります。
勝見：僕にとっては、人生の中で最も頭
が真っ白になった瞬間でした。水野さん
にその後で「キミーらしさがないよね」と
言われて、ハッとしました。論理的に伝え
ることを意識しすぎて、自分の想いが薄
くなっていたのです。そこで、ちゃんと自
分の想いを伝えようと、その後の2日間
で全部つくり直しました。ここで、つまず
いた時にいかに前を向くのか、というこ
とをすごく学びました。
水野：これであきらめてしまうなら、起業
家として成功するわけがない。だから僕
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で、僕たちも何かおもしろいことをした
いという話になってエントリーしました。
中村：冨田さんのサービスは今、どのく
らいまで進んでいるのですか。
冨田：今は大学のアクセラレータープロ
グラムを通して、出版社とコネクションを
つくっている段階です。僕らのサービス
は著作権を持つ出版社の協力がないと
進められないのですが、出版社には書
籍のデジタル化にマイナスのイメージを
持っている人も多いのです。またサービ
スをローンチできたとしても最初の問題
点になるのが、サブスクサービスに必須
のクレジットカードを持っていない学生
が多いということです。プログラムの中
で丸井グループさんと協業させていただ
くことを仮定してメンバーで議論を進め
るうちに、エポスカードと連携させるとか、
プリペイドカードを発行するとかの可能
性が見えてきました。

若者の良いところは 
縛られないところ

勝見：優秀賞を逃したこと以外にも、 
実は、忘れられないことがありました。 
最終プレゼンの2日前に、水野さんに事

は可能性のかたまりだと思っています。
まったく想像していなかった事業が生ま
れてくるので、それらの事業との掛け算
によって丸井グループの未来も変わって
くるだろうとイメージしています。そして、
キミーや冨田さんのような将来世代の共
創パートナーをどんどん増やしていきた
いです。その数が増えることが、インパク
トを実現する原動力になると思います。
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